
熊本地震の被害が大きかった地区の復興・再生へ向けての取
り組みをサポートしています。昨年度までは袴野、乙ヶ瀬を担
当し、今年度から立野も担当することになりました。現在関わっ
ている事業は、袴野２事業、乙ヶ瀬１事業、立野１事業です。
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人の役に立つ仕事って何だろうと考えながら
流れ流れて南阿蘇にたどり着きました。これま
ではずっと誰かの下で、誰かの指示で働くこと
が多く、納得できないことでも（素直にではあ
りませんが）従ってきました。
こんなつまらない状況を変えようと、地震前か
ら自転車で通っていた南阿蘇の復興を後押
ししながら、独り立ちすべく一念発起して協
力隊になりました。趣味はアウトドア全般でし
たが、１年前に犬を飼い始めて以降は、プラ
イベートはすべて犬に費やしてます。
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昨年度から「立野わかもん会」が中
心となって行っている事業で、地区
外の人達に地域を歩いてもらい立野
地域の良さを知ってもらうことが目的。
今年度も２～３月に開催予定。
立野は、本事業以外でも「わかもん
会」が地域の活動の中心となって積
極的に動いており、南阿蘇では稀有
な若い世代の活躍がある地域。今の
所、大田の出番はほとんどない・・。

牧野に桜を植え、地区を新たな桜の名所
にすることが目的。昨年度50本植え、1年
を通して地区の皆さんで維持管理をして頂
き、今年度は更に50本植える予定。また、
苗木を自分達で育てられる様に接木の勉
強やミニ盆栽作り等を行う作業場としてビ
ニールハウスを建てを行ってもらった。

集落内で未収穫のユズを住民と地区
に関わりのある外部の人で収穫し、一
緒にゆず胡椒づくりを行うイベントを開
催した。

地区の除草作業の負担をヤギで軽減す
る目的で２匹の飼育を開始。今年度は
どの程度除草できるか検証する。

阿蘇の復興の為に南阿蘇村で
珈琲栽培 を さ れ て い る 後藤
コ ー ヒ ー フ ァ ー ム の後藤先生
（元・阿蘇中央高校教員）に
一から教えて頂きながら、昨年
10月から袴野地区でコーヒー
苗木の栽培を開始しました 。
寒い時期からのスタートとなりま
したが、まずはこの冬を乗り越
え、来春に沢山コーヒーの花を
咲かせることが目標です。

Ota   Masahito
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ひっそりと静かに彩づく銀杏の葉。
黄色い絨毯は冬の訪れを感じさせます。

「袴野地区の大銀杏」

周りの方々の協力をもらいながら、珈琲栽培に挑戦中。


